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「自分らしさ」を発揮することで「アイドルらしさ」から
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1 背景と目的 

今日の社会に強固に息づいている女性アイド

ルの「アイドルらしさ」には、「異性愛主義的な

表現に収斂している」「操り人形である」などと

いった、ネガティブなイメージが託されること

が少なくない。そしてそれは、社会の多数派の

価値観を少なからず反映したものである。 

これまでのアイドル論では、「アイドルらしさ」

を批判的に捉える言及や、抵抗する姿勢を見せ

た事例は示されていたが、明確に脱却できてい

ると言えるような事例は示されていなかった。 

そこで、本論文では、ガールズグループオー

ディション番組『No No Girls』を分析する。同

オーディションは、身長、体重、年齢などを一

切求めない。そのため、「アイドルらしさ」を打

ち崩すことが期待できる。本論文は、『No No 

Girls』を、「アイドルらしさ」を脱却できてい

る全く新しい事例として、アイドル論に提示す

ることを目的とする。 

また、非常に大きな反響を呼んだ同オーディ
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ションを、牧野智和が定義する「自己啓発メデ

ィア」として捉えることで、現在の社会で求め

られている女性の望ましいあり方のひとつを導

き出すことができる（牧野 2012）。 

2 分析方法 

本論文では、動画配信サービス Hulu で配信さ

れている『No No Girls』完全版全 16 話を対象

に、番組内の発言や字幕の文字起こしを行い、

そのデータをもとに内容分析をしていく。 

3 分析で得られた結果 

 オーディションの審査結果から、プロデュ

ーサーであるちゃんみなは候補者に対して、歌

やダンスのスキルや、なりたい姿を見据えると

いうことを主に求めていたことがわかった。そ

して、「自分らしさ」を発揮するということを重

要視した方針で指導が行われていた。 

 このような方針のもとで成長した候補者たち

は、“救われる側”だった者たちが最終審査時点

には“救う側”になったという評価を受けてお

り、番組内での発言や、作詞の内容においても

その変化は顕著に表れていた。 

また、ちゃんみなは落選者に対しても、継続

的にサポートをしていく姿勢を見せている。最

終審査のステージでは落選者に対してもパフォ

ーマンスの機会が与えられ、落選時から最終審

査までの間に彼女らに起きた変化も、番組内の

発言から読み取ることができた。 

4 考察 

 分析で得られた結果を青田麻未の先行研究

と照らし合わせることで、『No No Girls』は「自

己啓発メディア」としての機能を備えていると

いうことが確認できた。青田は 2 つの段階を経

ることでその機能を果たすとしていたが（青田 

2022）、『No No Girls』では更にもう 1 つの段階

を見出すことができた。それは、「プロデューサ

ーの言葉によってアイドルのパーソナリティが

強化される段階」である。ちゃんみなが示す姿

勢と従来のプロデューサーの姿勢の違いこそが、

従来のアイドルとの違いを生んだ最大の要因な

のだ。彼女は、「アイドルらしさ」ではなく、「自

分らしさ」を表現することを要求していた。 

このことから、「何者にも囚われずに、『自分

らしさ』や、その先の『なりたい姿』を追求し、

発揮していくこと」が望ましいあり方として提

示されていることがわかる。番組内では、落選

者も含めた候補者 30 人全員がこのあり方を体

現しようと努力する様がみられた。 

 また、『No No Girls』は「アイドルらしさ」

から完全に抜け出すことができているという結

論に至った。先行研究で提示されていたステレ

オタイプとしての「アイドルらしさ」の各項目

について、このオーディションでは当てはまる

点が全くない。 

そして、楽曲の主人公ではなくアイドル自身

の言葉で「痛み」が歌われることで、「自己啓発

メディア」として鑑賞者により強く作用すると

いうことも、大きな特徴の 1 つである。 
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